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1．はじめに 

 入力された文章に対して，応答文を生成する

チャットボットの利用が近年拡大してきている

[1]．しかし，従来のチャットボットの多くは文

章のみを返答するため，その会話内容は単調で

ある．そこで，本稿では応答文だけでなく，応

答文に適した画像を出力するチャットボットを

制作し，創造性を刺激するコンテンツの生成を

試みる． 

 

2．提案手法の概要 

本稿では，自然言語処理技術による応答分生

成モデルと，GAN による画像生成モデルを組み

合わせたチャットボットを提案する．図 1 に，提

案方式の処理方法を示す．応答分生成モデルに

は文章や音楽などの時系列データの扱いに特化

したモデルである Seq2Seq (Sequence To Sequence)  

[2]を採用する．Seq2Seq の学習用コーパスには文

献[3][4]の対話コーパスを適用する．また，画像

生成モデルには，水彩画の風合いを持つ画像を

文章から生成する CLIPDraw [5]を採用する． 

提案方式では，ユーザからの日本語の入力文

に対して Seq2Seq による日本語の応答文を生成す

る．また，CLIPDraw は英語の文章から画像を生

成するモデルであるため，日本語の応答文を英

語に翻訳してから CLIPDraw に入力し，生成され

た画像を応答文とともに表示する．  

図 2 に，提案方式の出力結果を示す．提案方式

では，ユーザの入力文に対する応答文を表示す

るとともに，チャットボットの応答文から推定

される水彩画風のイラストを表示することで，

文字と画像を組み合わせた楽しいコミュニケー

ションを実現する． 

 

3．応答待ち時間を短縮するための工夫 

提案方式は，チャットボットの応答文を画像

生成モデルに入力して画像生成を行うため，ユ 

 

 

 

 

ーザの応答待ち時間が長くなるという課題があ

る．例えば，Colaboratoryの GPU 環境で提案方式

を実行すると，1 つの入力文あたり平均 390.5 秒

の応答待ち時間が発生し，円滑な会話を行うこ

とができない． 

そこで提案方式では，ユーザとチャットボッ

トの会話内容が一部に偏りやすいという局所性

を利用して応答待ち時間の短縮を図る．図 3に，

応答待ち時間削減のための処理手順を示す．す

べての応答文を画像生成モデルに入力するので

はなく，頻出する応答文に対応する画像を事前

にデータベースに蓄積（キャッシュ）し，頻出

する応答文が発生した場合はデータベース内の

画像を表示する方式を採用する．  

データベースに事前に格納するデータは，過

去の応答文を Key とし，応答文から生成された
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図 1 提案方式の処理手順 

図 2 提案方式の出力結果 

入力文 海は好きですか？ 料理は好きですか？ 

応答文 海はいいですね 料理は好き 

 

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-455

6S-04

情報処理学会第85回全国大会



画像を Value とする．また，データベースの初期

状態として，文献[3][4]のコーパス内で出現頻度

が高い 100 単語の名詞の中から 2単語ずつランダ

ムに抽出し，それらを組み合わせた Key によっ

て生成される画像を Value として格納する． 

データベースに格納されている画像と，チャ

ットボットの応答文が類似していると判断する

ための指標として，コサイン類似度を採用する．

また，応答文と Key の間で共通している名詞が

ある場合は，コサイン類似度に 0.4 を加算した値

を新たな類似度として用いる．コサイン類似度

の算出には，単語の意味をベクトルで表示する

ための手法である Word2Vec[6]を用いる．コサイ

ン類似度に，共通する単語の重みを加算するの

は，類似度の値が文体や構文に左右されるため

である．例えば，「海で散歩する」と「散歩を

しに海に行きます」という 2 つの文章のコサイン

類似度は 0．47 である．しかし，この 2 文を翻訳

して生成する画像のどちらにも海や散歩をする

人間が含まれ，類似の画像が生成される．した

がって，類似度以外にも 2 文章間で共通する名詞

という指標が必要となるからである．  

本稿では，類似度の閾値を 0.6 に設定し，デー

タベース内に類似度が 0.6 以上の画像がある場合

は該当する画像を表示し，類似度が 0.6 未満とな

る場合はチャットボットの応答文から新たに画

像を生成する．その際に生成した画像もデータ

ベースに保存していくことで，平均応答待ち時

間の短縮を図ることができる． 

 

4．評価結果 

 図 4に，平均応答待ち時間の評価結果を示す．

キャッシュヒット率（類似度の閾値が 0.6 を超え

る画像が見つかる割合）が 50%のときの平均応

答待ち時間は 202.7 秒となった．また，キャッシ

ュヒット率が 100%のときの平均応答待ち時間は

14.9 秒であった．データベースから出力された画

像は応答文と共通した単語を反映しているため，

応答文に沿った画像となっていた． 

5．考察 

提案手法で採用したデータベースを活用する

方式は，応答待ち時間の短縮だけでなく，チャ

ットボットの出力画像の安定性を向上すること

が考えられる．画像生成モデルが生成する画像

は，同じ単語が使用されている場合であっても，

単語の順番や文章の長さなどによって生成され

る画像が変化する．一方，提案手法では，事前

に品質の高い生成画像をデータベースに蓄積し

ておくことで，安定した内容の出力画像を得ら

れると考える．  

 

6．まとめ 

 本研究ではチャットボットに画像生成モデル

を組み合わせることで，応答文に加えて，応答

文の内容を反映した画像を出力する手法を提案

した．さらに，データベース内に事前に生成し

た画像を蓄積することで画像生成による応答待

ち時間を短縮し，会話の即応性を向上した． 
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図 3 応答待ち時間削減のための処理手順 
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図 4 平均応答待ち時間の評価結果 
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